
(57)【要約】

【課題】　簡単な装置構成で傾斜させた管を回転させな

がら支持することができ、管内に注入した液体が管の下

部側開口から流出しても管の下部側端面や外周面が汚れ

たりすることがなく、また、支持部材に液体が付着する

こともなく、接着剤等を管内面に均一に塗布することが

できる管の回転支持装置を提供する。

【解決手段】　水平面に対して管軸１１Ｃを傾斜させた

状態の管１１を少なくとも管軸方向の２箇所で支持する

複数の支持ローラー１２，１３と、管を回転させる駆動

手段と、管の傾斜方向上部端面に当接する上部支持手段

１４とを備えるとともに、前記支持ローラーの少なくと

も一つの回転軸を管軸に対して非平行な状態で傾斜させ

て設置する。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 水 平 面 に 対 し て 管 軸 を 傾 斜 さ せ た 状 態 の 管 を 少 な く と も 管 軸 方 向 の ２ 箇 所 で 支 持 す る 複
数 の 支 持 ロ ー ラ ー と 、 管 を 回 転 さ せ る 駆 動 手 段 と 、 管 の 傾 斜 方 向 上 部 端 面 に 当 接 す る 上 部
支 持 手 段 と を 備 え る と と も に 、 前 記 支 持 ロ ー ラ ー の 少 な く と も 一 つ の 回 転 軸 を 管 軸 に 対 し
て 非 平 行 な 状 態 で 傾 斜 さ せ て 設 置 し た こ と を 特 徴 と す る 管 の 回 転 支 持 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 管 の 回 転 支 持 装 置 に 関 し 、 例 え ば 、 金 属 管 の よ う な 外 管 内 に 樹 脂 管 の よ う な
内 管 を 挿 入 し 、 両 管 を 充 填 接 着 剤 に よ っ て 一 体 化 す る 複 合 管 の 製 造 工 程 に お い て 、 内 管 挿
入 前 の 外 管 の 内 周 面 に 接 着 剤 を 塗 布 す る 際 に 好 適 な 管 の 回 転 支 持 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 発 泡 樹 脂 層 を 形 成 し た 複 合 管 は 、 発 泡 樹 脂 層 の 原 液 で あ る 充 填 接 着 剤 を 金 属 管 の 内 面 に
塗 布 し た 後 、 樹 脂 管 を 金 属 管 内 に 挿 入 し た 状 態 で 加 熱 す る こ と に よ り 、 前 記 充 填 接 着 剤 を
発 泡 さ せ て 金 属 管 と 樹 脂 管 と の 間 に 発 泡 樹 脂 層 を 形 成 す る と と も に 、 金 属 管 と 樹 脂 管 と を
一 体 化 さ せ る よ う に し て 製 造 さ れ て い る 。 こ の よ う な 複 合 管 の 製 造 工 程 に お い て 、 金 属 管
の 内 面 に 塗 布 す る 充 填 接 着 剤 の 量 が 多 す ぎ る と 発 泡 量 が 大 き く な っ て 樹 脂 管 に 亀 裂 が 生 じ
て し ま う こ と が あ り 、 充 填 接 着 剤 の 塗 布 量 が 少 な す ぎ る と 発 泡 量 が 不 足 し て 金 属 管 と 樹 脂
管 と の 間 に 隙 間 が 生 じ て し ま う こ と が あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の た め 、 金 属 管 の 内 径 を １ 本 ず つ 計 測 し 、 こ の 計 測 値 に 基 づ い て 金 属 管 内 面 に 塗 布 す
る 充 填 接 着 剤 の 量 を 各 金 属 管 毎 に 演 算 し 、 演 算 さ れ た 塗 布 量 の 充 填 接 着 剤 を 金 属 管 の 内 面
に 塗 布 す る こ と が 行 わ れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 。 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ９ － ２ ６ ０ ６ １ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し 、 金 属 管 の 内 径 を １ 本 ず つ 計 測 す る た め に は 複 雑 な 機 構 の 装 置 が 必 要 で あ り 、 充
填 接 着 剤 の 注 入 量 を 制 御 す る た め に も 複 雑 な 機 構 の 装 置 を 必 要 と す る 。 ま た 、 演 算 手 段 や
制 御 手 段 も 必 要 で 設 備 全 体 が 高 額 な も の と な っ て し ま う 。 ま た 、 充 填 接 着 剤 の 塗 布 以 外 で
も 、 例 え ば 、 管 内 面 の 薬 液 に よ る 洗 浄 、 プ ラ イ マ ー 処 理 、 接 着 剤 や 塗 料 の 塗 布 等 を 行 う 場
合 、 従 来 か ら 、 管 を 傾 斜 さ せ た 状 態 で 回 転 さ せ な が ら 支 持 し 、 上 部 側 開 口 か ら こ れ ら の 液
体 を 流 し 込 む こ と が 一 般 的 に 行 わ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し な が ら 、 回 転 す る 管 を 傾 斜 さ せ た 状 態 で 支 持 す る 際 に 管 が 滑 り 落 ち な い よ う に 管
の 下 端 を 支 持 部 材 で 支 持 す る と 、 管 の 下 部 側 開 口 か ら 流 出 す る 液 体 が 支 持 部 材 に 付 着 し 、
こ れ が 管 の 下 部 側 端 面 や 外 周 面 を 汚 し た り 、 下 部 の 塗 布 面 に ム ラ が 生 じ た 入 り す る こ と が
あ り 、 ま た 、 液 体 の 粘 性 が 高 い 場 合 は 、 支 持 部 材 や 管 端 面 に 液 体 が 付 着 す る こ と に よ っ て
管 の 回 転 を 妨 げ て し ま う こ と が あ る 。 こ の た め 、 支 持 部 材 を 別 途 洗 浄 す る 必 要 が あ り 、 作
業 性 や 生 産 性 に 悪 影 響 を 及 ぼ し て い た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 そ こ で 本 発 明 は 、 簡 単 な 装 置 構 成 で 傾 斜 さ せ た 管 を 回 転 さ せ な が ら 支 持 す る こ と が で き
、 管 内 に 注 入 し た 液 体 が 管 の 下 部 側 開 口 か ら 流 出 し て も 管 の 下 部 側 端 面 や 外 周 面 が 汚 れ た
り す る こ と が な く 、 ま た 、 支 持 部 材 に 液 体 が 付 着 す る こ と も な く 、 接 着 剤 等 を 管 内 面 に 均
一 に 塗 布 す る こ と が で き る 管 の 回 転 支 持 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と し て い る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 の 管 の 回 転 支 持 装 置 は 、 水 平 面 に 対 し て 管 軸 を 傾 斜 さ
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せ た 状 態 の 管 を 少 な く と も 管 軸 方 向 の ２ 箇 所 で 支 持 す る 複 数 の 支 持 ロ ー ラ ー と 、 管 を 回 転
さ せ る 駆 動 手 段 と 、 管 の 傾 斜 方 向 上 部 端 面 に 当 接 す る 上 部 支 持 手 段 と を 備 え る と と も に 、
前 記 支 持 ロ ー ラ ー の 少 な く と も 一 つ の 回 転 軸 を 管 軸 に 対 し て 非 平 行 な 状 態 で 傾 斜 さ せ て 設
置 し た こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 管 の 回 転 支 持 装 置 に よ れ ば 、 傾 斜 し た 状 態 で 回 転 し な が ら 支 持 さ れ る 管 は 、 管
軸 に 対 し て 非 平 行 な 回 転 軸 を 有 す る 支 持 ロ ー ラ ー の 作 用 に よ っ て 傾 斜 方 向 上 方 に 移 動 し 、
そ の 上 昇 限 が 上 部 支 持 手 段 に よ り 規 制 さ れ る こ と に な る 。 し た が っ て 、 傾 斜 方 向 下 部 側 に
支 持 部 材 を 設 け な く て も 滑 り 落 ち る こ と が な く 、 下 部 側 開 口 を 床 面 等 か ら 浮 か せ て 開 放 さ
せ た 状 態 で 支 持 す る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 管 の 下 部 側 開 口 か ら 流 下 す る 液 体 に よ っ
て 管 端 部 等 が 汚 れ る こ と が な く な る 。 さ ら に 、 上 部 側 開 口 の 位 置 が 上 部 支 持 手 段 で 規 制 さ
れ る の で 、 管 内 に 液 体 を 注 入 す る ノ ズ ル の 位 置 も 正 確 に 設 定 す る こ と が で き る の で 、 上 部
側 の 管 端 部 を 汚 す こ と な く 、 上 部 側 開 口 端 か ら 液 体 を 管 内 に 注 入 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 図 １ 及 び 図 ２ は 、 本 発 明 の 管 の 回 転 支 持 装 置 の 一 形 態 例 を 示 す も の で 、 図 １ は 正 面 図 、
図 ２ は 平 面 図 で あ る 。 こ の 管 の 回 転 支 持 装 置 は 、 傾 斜 さ せ た 状 態 の 管 １ １ の 管 軸 方 向 上 部
側 を 支 持 す る 一 対 の 駆 動 側 支 持 ロ ー ラ ー １ ２ ， １ ２ と 、 管 軸 方 向 上 部 側 を 支 持 す る 一 対 の
従 動 側 支 持 ロ ー ラ ー １ ３ ， １ ３ と 、 管 １ １ の 傾 斜 方 向 上 部 端 面 １ １ ａ に 当 接 す る 上 部 支 持
手 段 １ ４ と で 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 前 記 管 １ １ は 、 支 持 ロ ー ラ ー １ ２ ， １ ３ で 支 持 可 能 な 直 管 で 、 あ る 程 度 の 剛 性 を 有 し て
い る も の な ら ば 材 質 は 特 に 限 定 さ れ ず 、 鋼 管 、 ス テ ン レ ス 管 、 ア ル ミ 管 等 の 金 属 管 や 、 塩
化 ビ ニ ル 管 、 ポ リ エ チ レ ン 管 等 の 樹 脂 管 を 使 用 す る こ と が で き る 。 水 平 面 Ｈ に 対 す る 管 １
１ の 管 軸 １ １ Ｃ の 傾 斜 角 度 θ は 、 管 １ １ 内 に 注 入 す る 液 体 の 種 類 や 管 １ １ の 材 質 に 応 じ て
設 定 す れ ば よ い が 、 通 常 は 、 ５ ～ ２ ０ 度 の 範 囲 が 適 当 で あ り 、 傾 斜 角 度 θ が 小 さ 過 ぎ る と
管 １ １ を 傾 斜 さ せ た 効 果 が 十 分 に 得 ら れ ず 、 傾 斜 角 度 θ が 大 き 過 ぎ る と 管 １ １ の 支 持 が 困
難 に な る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 各 ロ ー ラ ー １ ２ ， １ ３ 及 び 上 部 支 持 手 段 １ ４ は 、 図 示 し な い フ レ ー ム 等 に 固 定 さ れ た 状
態 と な っ て お り 、 駆 動 側 支 持 ロ ー ラ ー １ ２ に は 、 図 示 し な い モ ー タ ー 等 の 駆 動 手 段 が 、 直
接 あ る い は ギ ア や チ ェ ー ン を 介 し て 接 続 さ れ て い る 。 ま た 、 前 記 従 動 側 支 持 ロ ー ラ ー １ ３
の 回 転 軸 １ ３ Ｃ は 、 管 １ １ の 管 軸 １ １ Ｃ に 対 し て 非 平 行 な 状 態 に 傾 斜 し た 状 態 で 設 置 さ れ
て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 管 軸 １ １ Ｃ に 対 す る 回 転 軸 １ ３ Ｃ の 傾 斜 角 度 α は 、 駆 動 側 支 持 ロ ー ラ ー １ ２ の 作 用 で 回
転 し て い る 管 １ １ に よ っ て 従 動 側 支 持 ロ ー ラ ー １ ３ が 無 理 な く 回 転 す る こ と が で き 、 両 者
が 接 触 し て 互 い に 逆 方 向 に 回 転 し た と き に 、 管 軸 方 向 に 自 由 に 移 動 可 能 な 管 １ １ と 、 固 定
さ れ た 駆 動 側 支 持 ロ ー ラ ー １ ２ と の 間 に 、 管 １ １ を 傾 斜 方 向 上 部 側 に 向 け て 移 動 さ せ る 方
向 の 力 が 発 生 す る よ う に 設 定 さ れ て い る 。 さ ら に 、 管 １ １ に 接 触 す る 駆 動 側 支 持 ロ ー ラ ー
１ ２ の 円 周 面 の 形 状 、 例 え ば 、 駆 動 側 支 持 ロ ー ラ ー １ ２ が 円 柱 状 、 樽 型 、 円 盤 状 等 の 形 状
に よ る 両 者 の 接 触 状 態 の 相 違 、 管 １ １ の 材 質 と 駆 動 側 支 持 ロ ー ラ ー １ ２ の 円 周 面 の 材 質 、
管 １ １ の 重 量 、 外 径 、 傾 斜 角 度 、 回 転 速 度 、 そ の 他 の 条 件 を 考 慮 し て 回 転 軸 １ ３ Ｃ の 傾 斜
角 度 α が 決 定 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 例 え ば 、 駆 動 側 支 持 ロ ー ラ ー １ ２ が 矢 印 Ａ の 方 向 に 回 転 す る と 、 管 １ １ は 矢 印 Ｂ の 方 向
に 回 転 し 、 従 動 側 支 持 ロ ー ラ ー １ ３ は 矢 印 Ｃ の 方 向 に 回 転 す る 。 こ の と き 、 従 動 側 支 持 ロ
ー ラ ー １ ３ に お け る 管 １ １ と 接 触 す る 面 の 回 転 方 向 が 管 １ １ の 傾 斜 方 向 上 部 側 に 傾 斜 し て
い れ ば 、 管 １ １ を 傾 斜 方 向 上 部 側 に 向 け て 移 動 さ せ る 方 向 の 力 が 発 生 す る 。
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【 ０ ０ １ ４ 】
　 通 常 の 場 合 、 回 転 軸 １ ３ Ｃ は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 管 外 面 を 水 平 方 向 か ら 見 た と き に は
、 管 軸 １ １ Ｃ の 傾 斜 角 度 θ に 対 し て 回 転 軸 １ ３ Ｃ は 同 一 角 度 乃 至 略 同 一 角 度 と し 、 図 ２ に
示 す よ う に 、 管 外 面 を 鉛 直 方 向 か ら 見 た と き の 回 転 軸 １ ３ Ｃ を 、 管 軸 １ １ Ｃ に 対 し て 適 当
な 角 度 傾 斜 さ せ て 非 平 行 な 状 態 と す れ ば よ い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た 、 従 動 側 支 持 ロ ー ラ ー １ ３ は 、 管 １ １ に 対 し て あ る 程 度 の 摩 擦 抵 抗 を 有 す る も の で
あ っ て 、 管 １ １ の 回 転 に 追 随 し て 滑 ら ず に 回 転 す る よ う に 形 成 さ れ て い る 。 従 動 側 支 持 ロ
ー ラ ー １ ３ の 材 質 は 、 管 １ １ の 外 面 に 傷 付 け る こ と が な く 、 耐 摩 耗 性 が 良 好 で 、 摩 擦 抵 抗
の 大 き な も の が 望 ま し い 。 具 体 的 に は 、 硬 質 ポ リ ウ レ タ ン 樹 脂 、 合 成 ゴ ム 系 樹 脂 等 を 挙 げ
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 一 方 、 駆 動 側 支 持 ロ ー ラ ー １ ２ は 、 そ の 回 転 軸 が 管 軸 １ １ Ｃ と 平 行 に な る よ う に 設 置 さ
れ て お り 、 材 質 は 、 管 １ １ と の 回 転 接 触 で 管 １ １ に 傷 を 付 け る こ と が な け れ ば 任 意 の 材 質
を 選 定 で き る が 、 確 実 な 支 持 性 を 得 る た め に は 管 １ １ よ り も 堅 い 材 質 の も の が 望 ま し く 、
例 え ば 、 Ｓ Ｕ Ｓ ３ ０ ４ の よ う な ス テ ン レ ス 鋼 や 、 Ｓ ４ ５ Ｃ 等 の 鋼 で 形 成 す る こ と が 好 ま し
い 。 ま た 、 駆 動 側 支 持 ロ ー ラ ー １ ２ の 形 状 は 、 管 １ １ を 指 示 し た 状 態 で 回 転 力 を 伝 達 で き
れ ば よ く 、 円 柱 状 、 樽 型 状 等 に 形 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 上 部 支 持 手 段 １ ４ は 、 管 １ １ の 傾 斜 方 向 上 部 端 面 １ １ ａ に 当 接 す る こ と に よ り 、 管 １ １
の 上 昇 限 を 規 制 す る た め の も の で あ り 、 回 転 す る 端 面 １ １ ａ に 当 接 し た 状 態 で 管 １ １ の 回
転 を 妨 げ る こ と な く 、 ま た 、 管 端 面 １ １ ａ を 傷 付 け る こ と の な い 材 質 及 び 形 状 に 形 成 さ れ
て い る 。 材 質 と し て は 、 ス テ ン レ ス 鋼 の よ う な 金 属 、 塩 化 ビ ニ ル 等 の 硬 質 合 成 樹 脂 を 使 用
す る こ と が で き 、 当 接 面 に 低 摩 耗 性 材 料 の 被 覆 を 施 す こ と も で き る 。 通 常 、 上 部 支 持 手 段
１ ４ に は 板 状 の も の を 用 い る こ と が で き る が 、 必 要 に 応 じ て 管 軸 １ １ Ｃ に 直 交 す る 方 向 の
回 転 軸 を 有 す る ロ ー ラ ー を 用 い る こ と も で き る 。 ま た 、 上 部 支 持 手 段 １ ４ は 、 管 １ １ の 傾
斜 方 向 上 部 端 面 １ １ ａ の 上 部 側 に 当 接 さ せ 、 下 部 側 に 液 体 注 入 手 段 を 設 置 で き る よ う に し
て お く こ と が 好 ま し い が 、 上 部 支 持 手 段 １ ４ と 液 体 注 入 手 段 と を 一 体 形 成 す る こ と も で き
る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 管 １ １ の 回 転 速 度 は 、 管 １ １ の 外 径 、 管 １ １ の 内 面 に 塗 布 又 は 注 入 す る 液 体 の 粘 度 等 の
性 状 や 、 塗 布 状 態 等 の 仕 上 が り に よ り 適 当 に 設 定 す る こ と が で き る 。 通 常 は 、 毎 分 ２ ０ ０
回 転 以 下 の 回 転 速 度 が 適 当 で あ り 、 高 速 で 回 転 さ せ る と 従 動 側 支 持 ロ ー ラ ー １ ３ と の 間 に
過 度 な 摩 擦 が 発 生 し て 管 １ １ や 従 動 側 支 持 ロ ー ラ ー １ ３ に 損 傷 を 与 え る お そ れ が あ り 、 低
速 で 回 転 さ せ る と 塗 布 膜 に ム ラ が で き や す く な る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 管 １ １ の 内 面 に 液 体 を 注 入 す る 手 段 は 、 液 体 の 状 態 に 応 じ て 任 意 に 選 定 す る こ と が で き
る が 、 管 １ １ の 傾 斜 方 向 上 部 側 開 口 の で き る だ け 端 面 に 近 い 位 置 に ノ ズ ル 等 を 設 置 し 、 回
転 す る 管 １ １ の 内 面 に 直 接 接 触 さ せ た 状 態 で 液 体 を 管 内 面 に 注 入 す る こ と に よ り 、 管 内 面
の 上 端 部 ま で 均 一 に 液 体 を 注 入 す る こ と が で き る 。 ま た 、 管 １ １ の 上 部 側 開 口 の 位 置 は 、
前 記 上 部 支 持 手 段 １ ４ に よ っ て 一 定 位 置 に 規 制 さ れ て い る の で 、 液 体 注 入 手 段 か ら 注 入 す
る 液 体 を 管 内 面 の 同 じ 位 置 に 確 実 に 注 入 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま た 、 管 １ １ の 傾 斜 角 度 と 液 体 の 注 入 速 度 と を 適 切 に 設 定 す る こ と に よ り 、 上 部 側 開 口
か ら 液 体 が 流 れ 落 ち る こ と が な く な り 、 上 部 支 持 手 段 １ ４ や 管 外 面 に 液 体 が 付 着 す る こ と
を 防 止 で き る 。 さ ら に 、 液 体 注 入 後 は 、 管 １ １ の 一 方 の 開 口 か ら 熱 風 等 を 供 給 す る こ と に
よ り 、 短 時 間 で 乾 燥 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ の よ う に 形 成 し た 回 転 支 持 装 置 は 、 所 定 位 置 に 配 置 し た 駆 動 側 支 持 ロ ー ラ ー １ ２ 及 び
従 動 側 支 持 ロ ー ラ ー １ ３ の 上 に 適 当 に 管 １ １ を 載 置 し て 駆 動 側 支 持 ロ ー ラ ー １ ２ を 所 定 の
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方 向 に 所 定 の 回 転 速 度 で 回 転 さ せ る と 、 前 述 の 従 動 側 支 持 ロ ー ラ ー １ ３ の 作 用 で 管 １ １ が
傾 斜 方 向 上 部 側 に 向 け て 移 動 し 、 管 １ １ の 傾 斜 方 向 上 部 端 面 １ １ ａ が 上 部 支 持 手 段 １ ４ に
当 接 し た 状 態 で 支 持 さ れ て 回 転 す る こ と に な る 。 こ の 状 態 で 液 体 注 入 手 段 か ら 接 着 剤 等 の
液 体 を 管 内 に 注 入 す る こ と に よ り 、 管 内 面 に 均 一 に 接 着 剤 等 を 塗 布 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 な お 、 本 形 態 例 で は 、 一 対 の 駆 動 側 支 持 ロ ー ラ ー １ ２ と 一 対 の 従 動 側 支 持 ロ ー ラ ー １ ３
と で 管 １ １ の ２ 箇 所 を 支 持 す る よ う に し た が 、 ３ 箇 所 以 上 の 支 持 ロ ー ラ ー で 管 １ １ を 支 持
す る よ う に し て も よ く 、 管 １ １ の 回 転 駆 動 は 、 支 持 ロ ー ラ ー と は 別 の 駆 動 手 段 、 例 え ば ベ
ル ト 等 で 行 う こ と も 可 能 で あ る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ｇ 　 ３ ４ ５ ２ に 規 定 さ れ た 呼 び 径 １ ０ ０ の 配 管 用 炭 素 鋼 鋼 管 （ 外 径 １ １ ４ ． ３
ｍ ｍ 、 長 さ ４ ０ ０ ０ ｍ ｍ ） を 、 水 平 面 か ら の 傾 斜 角 度 θ が １ ０ 度 で 支 持 さ れ る よ う に 駆 動
側 支 持 ロ ー ラ ー １ ２ 及 び 従 動 側 支 持 ロ ー ラ ー １ ３ を そ れ ぞ れ 設 置 し た 。 駆 動 側 支 持 ロ ー ラ
ー １ ２ は 、 Ｓ ４ ５ Ｃ 鋼 で 最 大 外 径 が ６ ０ ｍ ｍ 、 長 さ が ６ ０ ｍ ｍ の 樽 型 形 状 に 形 成 し た 。 従
動 側 支 持 ロ ー ラ ー １ ３ は 、 硬 質 ポ リ ウ レ タ ン で 外 径 が ９ ０ ｍ ｍ 、 長 さ ３ ０ ｍ ｍ の 円 柱 状 に
形 成 し 、 管 軸 １ １ Ｃ に 対 す る 回 転 軸 １ ３ Ｃ の 傾 斜 角 度 α は ４ 度 に 設 定 し た 。 上 部 支 持 手 段
１ ４ に は 、 厚 さ １ ． ５ ｍ ｍ の ス テ ン レ ス 鋼 （ Ｓ Ｕ Ｓ ３ ０ ４ ） 製 パ ン チ ン グ プ レ ー ト を 使 用
し た 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 管 １ １ を 毎 分 １ ７ 回 転 （ 周 速 度 毎 秒 １ ０ ０ ｍ ｍ ） で 回 転 さ せ る と 、 従 動 側 支 持 ロ ー ラ ー
１ ３ の 作 用 で 管 １ １ が 毎 分 ２ ０ ０ ｍ ｍ の 速 度 で 傾 斜 方 向 上 部 側 に 向 け て 移 動 し 、 管 １ １ の
傾 斜 方 向 上 部 端 面 １ １ ａ が 上 部 支 持 手 段 １ ４ に 当 接 し た 位 置 で 停 止 し 、 そ の ま ま の 状 態 で
回 転 を 継 続 し た 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 比 較 と し て 、 管 軸 １ １ Ｃ に 対 す る 回 転 軸 １ ３ Ｃ の 傾 斜 角 度 α を ２ 度 に 設 定 し た と き は 、
管 １ １ は 傾 斜 方 向 い ず れ に も 移 動 せ ず 、 最 初 に 管 １ １ を 載 置 し た 位 置 の ま ま で 回 転 を 続 け
た 。 ま た 、 管 軸 １ １ Ｃ に 対 す る 回 転 軸 １ ３ Ｃ の 傾 斜 角 度 α を ０ 度 に 設 定 す る と 、 管 １ １ は
傾 斜 方 向 下 方 に 移 動 し て し ま っ た 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 本 発 明 の 管 の 回 転 支 持 装 置 は 、 発 泡 樹 脂 層 を 形 成 し た 複 合 管 を 製 造 す る 際 に 充 填 接 着 剤
を 金 属 管 の 内 面 に 塗 布 す る 工 程 や 、 樹 脂 ラ イ ニ ン グ 鋼 管 を 製 造 す る 際 に 接 着 剤 を 金 属 管 の
内 面 に 塗 布 す る 工 程 、 金 属 管 や 樹 脂 管 の 内 面 を 洗 浄 す る 工 程 等 に 利 用 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 管 の 回 転 支 持 装 置 の 一 形 態 例 を 示 す 正 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 同 じ く 平 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 １ １ … 管 、 １ １ ａ … 傾 斜 方 向 上 部 端 面 、 １ １ Ｃ … 管 軸 、 １ ２ … 駆 動 側 支 持 ロ ー ラ ー 、 １
３ … 従 動 側 支 持 ロ ー ラ ー 、 １ ３ Ｃ … 回 転 軸 、 １ ４ … 上 部 支 持 手 段 、 Ｈ … 水 平 面 、 α … 管 軸
１ １ Ｃ に 対 す る 回 転 軸 １ ３ Ｃ の 傾 斜 角 度 、 θ … 水 平 面 Ｈ に 対 す る 管 １ １ の 管 軸 １ １ Ｃ の 傾
斜 角 度
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

(6) JP 2005-296895 A 2005.10.27


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings

